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＜実践４ ワークシート＞ 

＜実践５ 学習指導案＞ 

＜実践４ ワークシート＞ 
＜実践４ ワークシート＞ 

＜実践５ 学習指導案＞ 

 

 

 

【実践５：英語表現Ⅱ】 

「英語表現Ⅱ」 学習指導案 

 

１ 日 時・実施場所  

２ 学 級  

科 第  学年  組（男子  名，女子  名，計  名） 

３ 学 級 観  

  授業は比較的，落ち着いた雰囲気で行われているが，英語力に関しては中学校で身に付けておくべき力が備 

わっていない生徒もいる。家庭での学習習慣を身に付けさせることにも苦労している。授業での言語活動など 

を通して，英語学習への興味や関心を高めさせ，自信をもって英語を使う経験をさせたい。 

４ 教 材  

(1) 教科書  

    単元名  プレゼンテーション「町のお薦めスポット」  

          ※ 実際にお薦めの場所を訪れ，撮影した写真や動画などを活用して発表資料を作成する。 

５ 単元の目標 

自分たちの住む町のお薦めの場所について，事前に話す内容を準備した上で，基本的な語句や定型表現を使 

 い，簡単な情報を伝えることができる。 

６ 単元の評価規準 

評価の 

観点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識・理解 

評価 

規準 

①ペア・ワークやグルー 

プ・ワークにおいて，聞き

手に分かりやすく伝えよ

うとしている。 

 

②ペア・ワークやグルー 

プ・ワークにおいて，他の

生徒の発言をしっかり聞

いている。 

①自分たちの住む町のお

薦めの場所について，既

習の語句や文法事項を使

い，書くことができる。 

 

②①の原稿をもとに自分

たちの住む町のお薦めの

場所を紹介することがで

きる。 

①教師や他の生徒の発

表を聞き，要旨を理解す

ることができる。 

①既習の語句や文法事 

項の基本的な用法を理

解している。 

 

②聞いた内容について 

簡単な質問をしたり感

想を述べるための表現

を理解している。 

内容の 

まとまり 

①話すこと 

②聞くこと 

①書くこと 

②話すこと 

①聞くこと ①②書くこと 

 

評価

方法 

 

①②活動の観察 ①ワークシート(発表原

稿) 

②発表 

 

①ワークシート，活動の

観察 

①ワークシート(発表原

稿) 

②ワークシート，活動の

観察 

 

７ 単元の指導計画  

指導内容  配当時間  

プレゼンテーションの実施要項(p.42)を配付し，評価の観点を説明する。なるべく近隣に

住んでいる生徒同士でグループをつくり，自分たちの住む町のお薦めの場所について話

し合う。 

１時間 

ICT 機器を活用して，効果的なプレゼンテーションを目指させています。発表練習，

評価，振り返りの場面でも，更に ICT 機器を有効活用することが期待されます。 

 



41  

 

＜実践５ 学習指導案＞ 

＜実践５ 学習指導案＞ 

指導内容 配当時間 

紹介する場所を決め，グループの中で誰がどの場所を紹介するかを決める（１名は

Introduction，Conclusion を担当する）。発表の際に，どのような資料を使用するか

も検討する。第１原稿を作成し，提出する。 

２時間 

 第１原稿を返却する。生徒が加筆，訂正をし，再度提出する。教師がモデルを示し，

プレゼンテーションをする際の留意点をワークシート等を使って説明する。 
１時間 

原稿を返却する。最終原稿を作成する。プレゼンテーションをする際の資料をパワー

ポイントを用いて作成する。本番に向けて，練習やリハーサルを行う。 
２時間 

自分たちの町のお薦めの場所について，グループごとにプレゼンテーションを行う。

発表するグループ以外はプレゼンテーションを聞き，質問やコメントを記入する。 
１時間（本時） 

教師による評価結果（ルーブリック形式）を返却し，フィードバックする。 １時間 

 

８ 本時の目標 

(1) 抑揚，発音，意味の区切り，アイコンタクト等を意識しながら，相手に伝わりやすいように発表する。 

(2) グループ・ワークに積極的に参加し，主体的に活動することができる。 

(3) 他のグループの発表を聞き，質問をしたり感想を書くことができる。 

 

９ 本時の評価規準 

評価の 

観点 

１．コミュニケーション

への関心・意欲・態度 
２．外国語表現の能力 ３．外国語理解の能力 

４．言語や文化について 

の知識・理解 

評価 

規準 

 

 

① 授業に積極的に参加 

し，伝えたいことをグル

ープのメンバーまたは

クラス全体に向けて主

体的に話している。 

① 正しいイントネー 

ションや，身振り手振

り等を使って，聞き手

に伝わりやすいよう心

がけてスピーチをする

ことができる。 

① 教師のモデルスピーチ 

や他の生徒のスピーチを

聞き，要旨を理解するこ

とができる。 

①既習の語句や文法事 

項の基本的な用法を理

解している。 

 

 

内容の 

まとまり 

①話すこと ① 話すこと 

 

① 聞くこと ① 書くこと 

評価方法 ①活動の観察 

 

① 活動の観察 

 

① ワークシート，活動の 

観察 

①ワークシート 

 

10．本時の展開（「主な評価の観点」の（ ）内の数字は，「９．本時の評価規準」における四つの「評価の観点」を示す。）  

時間    指導過程 生徒の学習活動 
教師の活動 及び 

指導上の留意点 

主な 

評価の観点 

評価 

方法 

5分 

 

Warm Up  

 ジェスチャー

ゲーム 

・グループで，ジェス

チャーを用いて英文の

空所を埋めるゲームを

する。 

・ゲームのルールや進め

方をクラス全体に説明

する。 

・積極的に活動に

参加しているか。 

   （１） 

活動の

観 察 

 

5分 

１. 音読練習 ・生徒たちの書いた原稿

に出てきた簡単な英文

を使用し，抑揚を付けて

音読する練習をする。 

・内容語と機能語の違い

を意識して，教師が抑揚

を付けて音読し，生徒に

リピートさせる。 

・正しいイント

ネーションで音

読できている

か。   （２） 

活動の

観 察 
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＜実践５ 学習指導案＞ 

時間 指導過程 生徒の学習活動 
教師の活動 及び 

指導上の留意点 

主な 

評価の観点 

評価 

方法 

 5分 

２. 教師によるモ

デルの提示 

・教師によるモデルを聞

き，発表をする際の留意

事項を再確認する。 

 

・生徒のモデルになるよ

うに，ルーブリックの評 

価項目を意識しながら

発表する。 

  

4分 

３. 発表の最終

練習 

・ルーブリックの評価

項目を意識し，本番前

の最終練習をグルー

プ内で行う。 

 ・ALTと必要に応じて

抑揚，発音などの指導

を行う。 

 

・ALTには評価のために

授業に参加してもらう。 

・指導の内容を

踏まえ，聞き手に

伝わりやすいよ

うに話すことが

できているか。 

 （２） 

活動の

観 察 

 

23分 

４. 自分たちの

住む町のお薦め

の場所について

の発表と発表に

対する質問 

 

 

・班ごとにクラスの前に

立ち，自分たちの住む町

のお薦めの場所につい

てパワーポイントを用

いて発表する。 

 

・教師からの質問に答え

る。 

 

・発表について質問をし

たり，感想を述べる。 

 

 

 

 

 

 

・発表しやすい雰囲気

をつくる。発表を聞く

ときの留意点を指示

する。 

 

・生徒のつまずきに応

じて支援する。 

・抑揚，発音，

意味の区切りや

アイコンタクト

等を意識しなが

ら発表すること

ができている

か。   （２） 

 

・教師や他の生

徒からの質問に

適切に答えてい

るか。（３）（４） 

・適切な質問を

したり，感想を

述べたりしてい

るか。 

 （３）（４） 

活動の

観 察 

 

 

 

 

 

 
 

ワーク

シート 

3分 

 

Wrap Up 

全体に向けての

フィードバック

（全部のグルー

プが終了してい

なければ，次回

の授業で行う） 

・発表を終えた班への質

問やコメントを記入す

る。教師からのフィード

バックを聞く。 

・本日の所感を述べ，

次回の授業で，どの班

から発表するかを予

告をする。 

  

 

～ ～ ～ ～ ～ Lesson 10  言語活動プリント ～ ～ ～ ～ ～  
 

◆Task 1  You would like to introduce your hometown to foreigners who live in Japan.  Tell 

them about nice places to visit, interesting things to do, and special dishes to enjoy and 

so on.  In your group, choose three places (things) in your hometown and make a 

presentation about them.  The presentation should be about three minutes. 

 

1st Step  ～Brain Storming～ 

Name your favorite places (things) in your hometown and make a list for the presentation. 

Work in your group. 

Name                 What can you do there? 

Nagoya Port           You can enjoy seeing various kinds of fish at the aquarium. 

                       You can ride a Ferris wheel at the port. 
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＜実践５ ワークシート＞ 

■Useful Expression  

Q: Could you tell me about the good points about your hometown? 

A: Sure. I live in                 . 

 

My favorite place in my hometown is                 . 

  My hometown is famous for                 . 

  There is(are)                   in my hometown. 

  If you visit my hometown in                   you can enjoy                 . 

 

 Continue the conversation. 

 

2nd Step  

Choose three places ( things ) from the list. You have to bring a photo of each place or the 

thing itself.  

自分たちが紹介する場所，名産品等の名前を書きなさい。※班で三つ（必ず写真や現物を用意すること） 

 

１ 

                                                 資料を用意する人→            

２ 

資料を用意する人→            

３ 

資料を用意する人→            

 

                                             資料をまとめる人（パワーポイント）→            

 

3rd Step  

Choose three places (things) which you put in your presentation and explain each 

place( thing ) in English. Work in your group. 

 

１  Things( photos, videos…) which you use in your presentation 

 → 

 

２  Things( photos, videos…) which you use in your presentation 

 → 

 

３  Things( photos, videos…) which you use in your presentation 

 → 

 

4th Step  Write the second draft for each place (event). 

 

 

5th Step  Write introduction and conclusion of your speech. 
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＜実践５ ルーブリック＞ 

Introduction 

 

 

 

 

Conclusion 

 

 

 

 

評価表（Rubric） 

評価項目 評価基準 

発音 

抑揚 

意味の区切り 

正確な発音で，効果的

に抑揚を付け，意味の

区 切 り を 意 識 し て ス

ピーチすることができ

ている。 

完全ではないが，正し

い発音で，抑揚や意味

の区切りを意識して

発表しようという姿

勢が感じられる。 

間違った発音が目立

ち，抑揚や意味の区切

りを意識せず，一本調

子のスピーチになっ

ている。 

10 点 ５点 ３点 

非言語コミュニ

ケーション 

適度に聞き手に視線を

向けたり，効果的に資

料等を用い，分かりや

すく伝えることができ

ている。 

資料等を用い，分かり

やすく伝えようとし

ている。 

資料等を使わず原稿

を読んでいるだけの

スピーチになってい

る。 

５点 ３点 １点 

内容 (1) 

 

場所やイベント

の紹介担当者用 

場所やイベント等に関

し て ， 個 人 的 な エ ピ

ソ ー ド や 感 想 を 交 え

て，聞き手の興味を引

くような内容である。 

場所やイベント等に

関して，個人的なエピ

ソードや感想を交え

て紹介している。 

場所やイベント等に

関する情報提供が中

心で，個人的なエピ

ソードや感想が含ま

れていない。 

５点 ３点 １点 

内容 (2) 

 

導入と結論の 

担当者用 

導入と結論がともに聞

き手にとって分かりや

すく，紹介する場所や

イベント等にふさわし

い内容になっている。 

導入と結論のどちら

かは聞き手にとって

分かりやすく，紹介す

る場所やイベント等

にふさわしい内容に

なっている。 

導入と結論がともに

聞き手にとって分か

りづらく，紹介する場

所やイベント等にふ

さわしくない内容に

なっている。 

５点 ３点 １点 

 合計     点 

指導過程で重視した内容を，配点にも反映させます。 
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＜実践５ CAN-DO リスト＞ 

＜実践５ ＣＡＮ－ＤＯリスト＞ 

 １年 ２年 ３年 

話すこと 

＜発表＞ 

Spoken 

Production 

 

 

1-1  英語の授業の中で，教師に簡単

な質問をしたり，許可を求めたり

することができる。 

1-2  絵を見て,風景や状況を，簡単

な語や基礎的な構文を用い，簡潔

に描写することができる。 

1-3  前もって話す内容を用意した

上で，基礎的な語句，定型表現を

用いて，人前で実物を見せながら

その物を説明することができる。 

1-4  基礎的な語句，定型表現を用い

て，限られた個人情報（家族や趣

味など）や簡単な情報（時間や日

時，場所など）を伝えることがで

きる。 

1-5  前もって話す内容を用意した

上で，身近なトピックについて，

簡単な語句や基礎的な構文を用

い，意見を述べることができる。 

2-1  英語の授業の中で，教師に質問を

したり，許可を求めたりすることが

できる。 

2-2  絵を見て，風景や状況を,簡単な

語や基礎的な構文を用い，複数の文

で描写することができる。 

2-3  一連の簡単な語句や文を用い，自

分の趣味や特技に触れながら自己紹

介をすることができる。 

2-4  写真や絵，地図などの視覚的補助

を利用しながら，一連の簡単な語句

や文を用いて，日常生活に関連した

トピック（自分自身，学校，地域な

ど）について，短いスピーチをする

ことができる。 

2-5  一連の簡単な語句や文を用い，意

見や行動計画を，理由を挙げながら

簡潔に述べることができる。 

3-1  英語の授業の中で，教師に質問

をしたり，許可を求めたりするこ

とができる。 

3-2  絵を見て，風景や状況を簡単な

語や基礎的な構文を用い，複数の

文で順序立てて描写できる。 

3-3  写真や絵，地図などの視覚的補

助を利用しながら，一連の簡単な

語句や文を用いて，日常生活に関

連したトピック（自分自身，学校，

地域など）について，短いスピー

チをすることができる。 

3-4  一連の簡単な語句や文を用い，

意見や行動計画を，理由を挙げな

がら簡潔に述べることができる。 

3-5  使える語句や表現をつないで，

自分の経験や夢，希望を順序立

て，話を広げながら，ある程度詳

しく語ることができる。 

話すこと 

＜やり取り＞ 

Spoken 

Interaction 

1-1  教師による，英語での簡単な指

示に対して応答することができ

る。 

1-2  挨拶をはじめとして，簡単なや

り取りをかわすことができる。 

1-3  なじみのある定型表現を用い

て，時間・日にち・場所について

質問したり，質問に答えたりする

ことができる。 

1-4  家族，日課，趣味などの個人的

なトピックについて，（必ずしも

正確ではないが）なじみのある表

現や基礎的な文を用いて，質問し

たり，質問に答えたりすることが

できる。 

2-1  教師による，英語での指示・説明

に応答することができる。 

2-2  自分自身についてなど，なじみの

ある話題について英語で短いやり取

りができる。 

2-3  基本的な語や言い回しを用いて

日常的なやり取りにおいて応答する

ことができる。 

2-4  趣味，部活動などのなじみのある

トピックに関して，はっきりと話さ

れれば，簡単な質疑応答をすること

ができる。 

2-5  基本的な語や言い回しを使って，

人を誘ったり，誘いを受けたり，断っ

たりすることができる。 

3-1  教師による，英語での指示・説

明に応答することができる。 

3-2  簡単な英語で，意見や気持ちを

やり取りしたり，賛成や反対など

の自分の意見を伝えたり，物や人

を比べたりすることができる。 

3-3  予測できる日常的な状況（郵便

局・駅・店など）ならば，さまざ

まな語句や表現を用いてやり取

りができる。 

3-4  身近なトピック（学校・趣味・

将来の希望）について，簡単な表

現を幅広く用いて意見を伝え，情

報交換ができる。 

書くこと 

Writing 

 

1-1  簡単な語や基礎的な表現を用

いて，身近なこと（好き嫌い，家

族，学校生活など）について短い

文章を書くことができる。 

1-2  自分の経験について，辞書を用

いて短い文章を書くことができ

る。 

2-1  文と文をand, but, becauseなど

の簡単な接続詞でつなげるような書

き方であれば，基礎的・具体的な語

彙や簡単な句や文を用いて，日記や

写真，事物の説明文などのまとまり

のある文章を書くことができる。 

 

3-1  自分に直接関わりのある環境

（学校，職場，地域など）での出

来事を，身近な状況で使われる語

彙・文法を用いて，ある程度まと

まりのあるかたちで，描写するこ

とができる。 

 

学習到達目標と外部指標による目標値を，詳細にまとめています。 
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＜実践５ CAN-DO リスト＞ 

 １年 ２年 ３年 

書くこと 

Writing 

 

1-3  趣味や好き嫌いについて，簡単

な語や基礎的な表現を使って複

数の文で書くことができる。 

1-4  日常的・個人的な内容であれ

ば，招待状，私的な手紙，メモ，

メッセージなどを簡単な英語で

書くことができる。 

2-2  身の回りの出来事や趣味，場所な

どについて，個人的経験や自分に直

接必要のある領域の事柄であれば，

簡単な描写ができる。 

2-3  聞いたり読んだりした内容（生活

や文化の紹介などの説明や物語）で

あれば，基礎的な語彙や表現を用い

て，感想や意見などを簡潔に書くこ

とができる。 

3-2  身近な状況で使われる語彙・文

法を用いれば，順序立てて，作業

の手順などを示す説明文を書く

ことができる。 

聞くこと 

Listening 

1-1  かなり配慮して，１文ずつゆっ

くり話してもらえば，教師による

英語での簡単な指示・説明を聞い

て理解することができる。 

1-2  かなり配慮して，１文ずつゆっ

くり話してもらえば，ごく簡単な

英語で話された，事物に関する紹

介や対話を聞いて，情報や考えを

理解したり，概要や要点を捉えた

りすることができる。 

2-1  ある程度配慮して話してもらえ

ば，教師による英語での指示・説明

を聞いて理解することができる。 

 

2-2  ある程度配慮して話してもらえ

ば，簡単な英語で話された，事物に

関する紹介や報告，対話や討論など

を聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点を捉えたりするこ

とができる。 

3-1  はっきりとした発音で話して

もらえば，教師による英語での指

示・説明を聞いて理解することが

できる。 

3-2  はっきりとした発音で話して

もらえば，分かりやすい展開の，

事物に関する紹介や報告，対話や

討論などを聞いて，情報や考えな

どを理解したり，概要や要点を捉

えたりすることができる。 

読むこと 

Reading 

1-1  コミュニケーション英語Ⅰの

教科書（1,600 語レベル）を読ん

で，概要や要点を捉えることがで

きる。 

 

2-1  コミュニケーション英語Ⅱの教

科書（2,300 語レベル）について，

速読や精読など目的に応じた読み方

ができる。 

3-1  コミュニケーション英語Ⅲの

教科書（3,000 語レベル）につい

て，速読や精読など目的に応じた

読み方ができる。 

 

3-2  看板，メニュー，携帯メール，

ポスターや招待状等の日常生活

で使われている簡単な文章を読

み，理解することができる。 

3-3  簡単な英語で表現されている旅

行ガイドブック，レシピなど実用

的・具体的で内容が予想しやすいも

のから，必要な情報を探すことがで

きる。 

外部指標 

＜目標＞ 

・英検３級（全員） 

・英検準２級（   名以上） 

・受容語彙：2,000語 

 

＊中学校（1,200）＋コミュ英Ⅰ

（400）＝1,600語 

＊英検３級≒中学卒業程度（2,000

語レベル） 

 ［身近な英語を理解し，また使用

することができる］ 

 

・英検準２級（   名以上） 

・英検２級（   名以上） 

・受容語彙：3,600語 

 

＊１年次まで（1,600）＋コミュ英Ⅱ

（700）＝2,300語 

＊英検準２級≒高校中級程度（3,600

語レベル） 

 ［日常生活に必要な英語を理解し，

また使用することができる］ 

・英検準２級（   名以上） 

・英検２級（   名以上） 

・受容語彙：5,000語 

 

＊２年次まで＋コミュニケーショ

ン英語Ⅲ(700)＝3,000語 

＊センター試験（4,000語超） 

＊英検２級≒高校卒業程度（5,000

語レベル）  

［社会生活に必要な英語を理解し，

また使用することができる］ 

 

  


